
（ ）

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円 千円

人 人 人 人 人
千円 千円 千円 千円 千円

結果 ― ― ―

N B B イ

特 記 事 項 ―

◇自己点検

成
果
指
標

の
推
移

今後の見通し 今
後
の

方
向
性

今後の課題や方向性に関するコメント

量
的

ニ
ー

ズ

一
般

財
源 ―

◇成果指標
指標の種類 指標について 令和2年度 令和3年度 令和4年度

活動指標
(アウトプット)

教科書採択に関わる事業のため活動指標に
なじまない。

目標 ― ― ―

結果 ― ― ―

成果指標
(アウトカム)

教科書採択に関わる事業のため成果指標に
なじまない。

目標 ― ― ―

《従事人員数》 0.16 0.16 0.16 0.35 0.20

0

間
接
経
費

職員人件費 1,410 1,344 1,373 2,930

その他の人件費 0 0 0 0

0 0

その他特定財源 0 0 0 0 0

1,657

0 0

都支出金 0 0 0 0 0

内
　
訳

直
接
経
費

国庫支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

一般財源 98 92 77 69 55

事業にかかる実コスト 1,508 1,436 1,450 2,999 1,712

決算額(単位：千円） 98 92 77 69 55

事業の成果
特別支援学級の児童・生徒の実態に応じた教科書をより適正に採択し、特別支援学級の授業の充実
を図った。

◇事業にかかる費用
区　　　　　分 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

◇令和3年度の事業の実施内容 事業開始の時期 平成13年度以前

事業の目的、
令和3年度の目標

市立小・中学校の特別支援学級の児童･生徒に適する教科書を採択する。

予算の執行方法 教科書選定協議会に関わる委員謝礼及び会議録作成業務委託料として予算を執行する。

関連する個別計画 ―

関連する報告書など ―

事業開始の経緯、
これまでの見直し・改善など

市立小・中学校特別支援学級で使用する教科書は、毎年採択している。平成27年度に特別支援教育
推進計画を策定したことを踏まえ、選定事務に関わる要綱を平成27年度末に制定した。教科書採択に
関わる選定協議会を開催する。

第五次総合計画
基本計画体系

目指すまちの姿 子育て・子育ちをみんなで支え、子どもたちの明るい声がひびくまち

政策 A2 人と学びを未来につなぐまちづくり

施策 1 確かな学力を育む教育の推進

関連する施策 ― ― ― ― ―

サ ブ カ ル テ 3年度決算 教育指導経費 教育指導課

10-01-03-533 教育指導経費（教科書選定協議会)

◇事業の位置づけ等

事務の種類 自治事務 基礎となる法令 義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律
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３　学校図書館司書研修内容

４　学校図書館年間貸出冊数

9回

年度

小学校

回数

17校
学校数

時間

6回

中学校

年間貸出冊数
382,137冊

29 30 元 2 3

2-3時間程度 1時間30分-2時間程度

24,843冊9校

「新規採用者研修」
業務説明、システム
操作について

中学校図書館司書
研修
「学校図書館の新型
コロナウイルス感染
症対策についての
情報交換等」

司書教諭・学校図書
館司書小・中学校合
同研修会
「学校図書館におけ
るユニバーサルデザ
インについて」
講師:多摩桜の丘学
園　主幹教諭　畑
優佳　氏

小学校（第1回）図書
館司書研修
「今年度の図書館活
動について」
「新書の紹介」
「情報交換」

中学校（第1回）図書
館司書研修
「調べ学習ガイダン
ス」
「前年度の振り返り」
「ブックリスト『お仕事
の本』について」

中学校（第2回）図書
館司書研修
「『ブックトーク』実践
報告」
「情報交換」

小・中学校図書館研
修
（場所：帝京大学小
学校）
「帝京大学小学校の
読書活動について」
講師：帝京大学小学
校　副教頭（国語専
科）
古野　美香氏
「施設見学」

8回 3回 4回

内容

「新規採用者研修」
業務説明、システ
ム操作について

学校図書館活用に
おける学習実践報
告（小学校編･中学
校編）

修理製本講習会

小学校学校図書館
司書研修
「パスファインダー
を作る」

中学校学校図書館
司書研修
「郷土資料リスト更
新」

選書、調べ学習、
図書委員会、図書
の授業、学校図書
館業務蔵書の廃棄
に関する取組事例
の共有、意見交換
等

「新規採用者研修」
業務説明、システム
操作について

新・業務用端末操
作研修会

児童・生徒の「主体
的・対話的で深い
学び」につながる学
校図書館の利活用
について

市立図書館との連
携について

小学校学校図書館
司書研修
「授業実践の発表」

中学校学校図書館
司書研修
「司書全体で作る図
書館だより・ブックリ
ストについて」

選書、調べ学習、
図書委員会、図書
の授業、学校図書
館業務蔵書の廃棄
に関する取組事例
の共有、意見交換
等

「新規採用者研修」
業務説明、システム
操作について

小学校図書館司書
研修
「選書について、情
報交換等」
「授業実践の発表、
情報交換等」
「令和2年度使用小
学校教科書勉強
会、情報交換等」

中学校図書館司書
研修
「中学校合同図書だ
よりの作成につい
て、情報交換等」
「新聞活用の実践報
告と情報交換等」
「合同図書だよりの
評価・課題報告、新
聞活用における課
題及び１年間の総
括」

司書教諭・学校図書
館司書小・中学校合
同研修会
「今、求められる学
校図書館の在り方に
ついて」
講師:日本学校図書
館学会会長　佐藤
正志　氏

2-3時間程度 2-3時間程度 2-3時間程度
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＜教育研究費＞

◇執行状況及び成果等

１　教育研究費の内訳

２　負担金・補助金の内訳 （円）

３　教職員研修実施状況

*1

*2

*2

*2

*2

*3

*1 紙面開催やオンラインでの開催も含む。

*2 特別支援教育研修（知的・情緒・言語・情緒通級）は、各校で実施する研修、夏季特別支援研修を含む。

*3 特別支援教育コーディネーター研修は、平成29年度のみ小学校・中学校に分けて行った（小学校8回・中学校9回）。

（円）

経費内訳

259,142

教職員研修等参加負担金 403,880 452,980 538,800 21,500 43,300

686,296

特別支援教育難聴言語学級研修会

5

3 4

5

0

道徳教育推進教師研修会 3

610,619

100,000

4

5

3

1,699,357

回数

3

13

回数

2,855,109

600,000

1,316,309

1,699,357

元

校内研究費補助金

研究奨励校補助金

２・３年次教員研修会

4

教務主任研修会

　　　　　　　　　　　　　　　　年度

1,901,569

1,053,127

人権尊重教育研修会

4

経費合計
消耗品

4

教育相談にかかわる研修会

29

3

生活指導主任研修会

7

2,759,767

夏季教育課題研修会

年度

計

名称

特別支援教育情緒障害固定学級研修会

特別支援教育知的障害固定学級研修会

23

2

3,126,996

負担金
補助金

2,640,597236,200

3

31

2

1

3

0

3

6

3

2

12

元30

100,000

6 5

2

-

8

回数

2,855,109

7

2

300,000

12

4

3

1311

特別支援教育コーディネーター研修 17

4

4

スクールカウンセラー研修会

4

合計

特別支援教育情緒障害通級学級研修会

57

6

2

0

74

5

2

進路指導主任研修会

年度

3 179,000 98,122

3,313,034

30

1,976,479

3,029,049

323,500

137,729229,500

1,901,569131,000

152,252

教職員研修会
講師謝礼等

1,238,992

134,425

29

597,725

30

599,997

300,000

10

12

100,000

回数

2,759,767

3

2

94

2

0

5

8

79

7

2

3

100,000

54

5

2

15

25

17

3 3

4

300,000

5

1,306,790

回数

29

6

2,640,597

多摩市公立中学校教育研究会補助金

多摩市公立小学校教育研究会補助金

研修会名

5

2 2,062,446 29,877

726,942

元

100,000
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特別支援教育推進計画に基づく主な取り組み(令和３年度) 

方向性１ 個々の特性に応じた一貫性のある支援を推進するため、校内支援力の向上 

内容 実績・成果 

校内委員会の活用 ・各校の取組について情報収集を行った。 

・特別支援教育コーディネーター研修では、校内委員

会の演習や他校との情報交換を行った。 

個別指導計画・学校生活支援シートの

作成と活用 

・特別支援学級では各校の様式で確実に作成してお

り、通常の学級・特別支援教室では令和３年度から

様式変更した共通様式の使用や作成方法が定着し

てきている段階となった。 

方向性２ 教員の専門性を更に高め、児童・生徒に必要となる資質・能力の育成 

内容 実績・成果 

派遣相談の充実 ・授業相談については、新型コロナウイルス感染症拡

大防止の観点から令和３年度は不定期の実施とな

ったが、令和４年度からはさらに学校のニーズに合

わせて実施できるよう実施方法を検討した。 

中学校特別支援教室導入直後の校内

委員会の充実に生かす派遣相談 

・特別支援教室グループ研修へのスーパーバイザーの

講師派遣について、中学校特別支援教室へは小学校

とは別に派遣を実施した。 

学習障害の児童・生徒に対する指導・

支援方法に特化した研修の実施 

・特別支援教室グループ研修で、スーパーバイザーに

よる研修を適宜実施した。また、管理職研修におい

て合理的配慮の例として学習障害を取り上げた。 

方向性３ 「共生社会の実現」に向け、行政・学校・保護者・関係機関の連携の強化 

内容 実績・成果 

特別支援教育マネジメントチーム ・相談員（公認心理師）１名を勤務日数を増やし、急

増する心理検査等に対応した。 

・教職経験者の所員による相談業務を拡大し、相談員

（心理職）との分業を進めた。 

・特別支援教室の運営指針策定を行い、利用・終了の

ための判定会の回数等について整理を行った。 

特別支援教育の啓発活動の充実 ・市公式ホームページの就学相談案内情報を周知する

サイトに、多摩市の特別支援教育について紹介する

動画ファイルを作成・掲載し周知を図った。 

・多摩市小学校教育研究会（市小研）の研修会におい

て、特別支援教育マネジメントチームから多摩市の

就学支援の現状・課題等について説明を行った。 

方向性４ 特別支援教育推進のための環境整備についての検討 

内容 実績・成果 

小・中学校特別支援学級の整備 ・令和３年度から中学校全校に特別支援教室を設置

し、情緒障害等通級指導学級から特別支援教室への

切り替えを行った。 
 

※特別支援教育推進計画に関わる事業については、教育センターだけでなく、教育指導課、学校
支援課などが実施し、予算は教育センターだけでなく各所管課においても執行している。 
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＜英語活動支援事業＞

◇執行状況及び成果等

１　外国人講師の配置人数、配置校数及び配置内容

○中学校   （人・校）

○小学校   （人・校）

   （円）

※1　平成29年度より、新たに小学校3･4年生は12時間、小学校5･6年生は17時間と配置時間を増やした。
   　平成30年度より、新たに小学校3･4年生は15時間、小学校5･6年生は35時間と配置時間を増やした。
   　令和２年度より、新たに小学校3･4年生は17時間と配置時間を増やした。

年度

36,733,872業務委託料　※1 33,338,952

229

33,394,248

項目

　外国語教育、国際理解教育及び英語活動。積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度
の育成、聞くこと話すことの実践的コミュニケーション能力の基礎を養った。

配置人数

年度
3

3

項目
30

3

29

3

3

小学校配置校数 1717

年度
2

6

17

項目

37,070,880

3元

6

17 17

30

37,070,880

99 9

2

3

２　決算額

9

元

3

9中学校配置校数

配置人数

29 30 元

54 4
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